
NO.
782024.7

　関係各位におかれましては、平素より大変お世話になっております。当院循環器内科は現在8人のスタッ
フで診療にあたっております。循環器診療の分野は、虚血性心疾患、末梢血管疾患、不整脈、弁膜症や、
心筋症といった多岐にわたる分野の治療が必要とされておりますが、それぞれに対して専門的な治療が必
要となっております。当科は現在スタッフが充実しており、幅広い疾患に対応できるチームになっており
ます。
　虚血性心疾患、末梢動脈疾患に対しては、紹介受診の際に心筋シンチグラム、冠動脈ＣＴ、末梢動脈の
造影ＣＴを用いた検査を行い、外来で診断を行います。疾患が疑わしい場合には、入院の上、心臓カテー
テル検査、下肢動脈造影検査を行います。さらに必要に応じて冠動脈、末梢血管のカテーテル治療を行
い、冠動脈、血管にバイパス術が必要な場合には、患者様の要望に応じて心臓血管外科に紹介し、円滑に
治療を行っております。
また、大動脈弁狭窄症や僧帽弁逆流症といった弁膜症の治療は、現在開胸手術を行うか、カテーテル治療
を行うかの判断をゆだねられる時代になりました。当院では患者様の年齢や背景、基礎疾患に応じ、経胸
壁、食道心エコーを用い、いずれの手術が望ましいかということを判断し、的確な治療法を選択しており
ます。
　近年、日本全国で心不全と診断される患者様が激増しており、心不全パンデミックと呼ばれています。
これから数十年は心不全をいかに地域で協力して治療していくかということが社会問題化しております。
心不全パンデミックに対峙するため、近隣の病院やクリニックと連携して再入院を防ぎ、いかに自宅での
生活を維持することができるかが今後の目標になってきております。

　心不全に対しては、薬物治療や、虚血性心疾
患に対しての治療だけではなく、バイタルリン
クといって、かかりつけの先生方、患者さんの
ご家族、介護スタッフ、当院の心不全診療を担
う医師、看護師で協力して患者本人の病状を共
有し、心不全の再発を予防する取り組みを行っ
ております。
　循環器疾患に対し幅広く、ニーズに答えられ
る循環器内科を目指し日々尽力しております。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

循環器内科  医長  　張 木 洋 寿

循 環 器 内 科 のご紹 介







　当院の放射線科をご紹介させていただきます。当科では、放射線診断医3名、放射線治療医1名（非常

勤）、診療放射線技師13名が在籍しており、一般撮影（3台）、X線TV装置（3台）、MMG（1台）骨密

度測定装置（1台）1.5T MRI（1台）、80列MDCT（2台）、血管撮影（1台）、SPECT（1台）、リニ

アック（1台）、移動型回診装置（4台）、外科用イメージ（3台）を保有しており、各種専門技師（X線

CT認定技師、磁気共鳴（MR）専門技術者等）が、診断精度の高い画像を提供し、同時に患者様の被ばく

線量を最小限に抑えることに注力しております。令和5年度の件数はCTが15478件、MRI5700件、

RI230件、地域連携件数は、CTが1255件、MRIが523件、RIが74件となっており、地域医療の一翼を

担っております。

　今回は特にRI検査の脳血流シンチにスポットを当てたいと思います。最近のトピックスとして、認知症

新薬「レカネマブ」が注目されており、患者様からの問い合わせも増加しているのではないでしょうか。

神戸市では「認知症神戸モデル」として助成制度が整っております。この制度で、当院は「認知症神戸モ

デル」の第2段階である「認知症精密検査の実施機関」として認定されており、MRI検査に加え、脳血流

シンチ検査を行うことで、より精密で包括的な診断を提供しております。この脳血流シンチ検査は、体内

に放射性医薬品を静脈注射し、ガンマカメラで脳血流のわずかな変化を検出するもので、脳梗塞、てん

かん、認知症などの診断に非常に有効です。検査自体は約30分で終了し、患者様への負担も少なく、迅速

かつ正確な診断が可能で、患者様は助成制度で負担なしでRI「脳血流シンチ」の検査を受けることが可能

となっております。

　当院の放射線科では、患者様一人ひとりに最適な医療を提供することを心がけています。地域の医療機

関との緊密な連携を重視し、迅速な情報共有を行うことで、患者様の診療の流れをスムーズにしていま

す。また、定期的な研修や最新技術の導入を通じて、スタッフ全員が常に最新の知識と技術を維持してお

り、地域の皆様の健康と安心を守るために、放射線

科一同が一丸となって努力してまいります。ぜひ、

当院の放射線科をご活用いただければ幸いです。

放 射 線 科 のご紹 介

「認知症の原因と脳血流SPECT検査について（日本メジフィジックス株式会社）」

放射線科  診療放射線技師長　小 室 普 嗣
放射線科  部長　本 山 　 新



　2024年6月20日（木）において、須磨区垂水区連携研修会を開催致しました。当院主催で地域の薬局

薬剤師を対象に毎年開催しており、新型コロナウイルス感染症が5類に移行後はWeb形式から集合形式に

変更して継続開催しています。今回の内容は、当院薬剤部より麻薬に関する講演を行い、医療機器メー

カーから持続麻薬注射を実施するデバイスの説明とデモ機による実演を行いました。今後、当院から持続

麻薬注射を使用している患者が在宅に移行する場合であっても、スムーズに対応できるよう当院薬剤部主

催で地域の薬局薬剤師への情報提供を行いました。また、「顔の見える関係」を構築するため、当研修会

以外にも年6回奇数月に学術講演会も開催しており、当院薬剤部と地域の薬局薬剤師との連携に力を入れて

います。今後も研修会等を継続することで、より連携を強化して安心・安全で質の高い医療を実現できれ

ばと思います。

須磨区垂水区連携研修会を開催しました
副薬剤部長　辰 己 晃 造







※FAXでお申し込みの方は、このページを
　コピーして必要事項をご記入の上送信
　してください
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神戸医療センター 地域医療連携室
〒654-0155 神戸市須磨区西落合3-1-1
TEL ： 078-795-6584（直通）
FAX ： 078-795-6591
https://kobe.hosp.go.jp

●神戸市営地下鉄名谷駅から徒歩15分
●神戸市営バス 「神戸医療センター前」 すぐ
●山陽バス 「神戸医療センター下」 徒歩3分

開室時間〔月～金曜日〕  午前8時30分～午後7時00分（祝日・年末年始を除く）
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